




























































大 商 ｛支 農 教 縫 そ 無 f, s、















農 雇日 林農 営 な
業 業 雇 雇 業 ＋雇 業業 ） 工 ど 務 務 員 業 他 職
20～29,J 1 2 1 4 1 9 
男 30～39 2 1 3 8 
40～49 4 3 7 1 1 1 19 
50～59 1 1 6 4 1 17 
60,1・以l 2 3 2 1 8 18 
r 計 2 8 12 5 12 1 1 2 4 6 5 2 9 71 
12.8) (ll.3) (16.9) (7.0) ( 16.9) 11.4) 114) 12.8) 15.6) (8.5) I 7 .0) !28) (l.41 11.4) (12.7) I 100.0) 
20～29,J 2 3 6 
！；.・ 30～39 3 4 10 
40～49 4 8 I 2 6 2 24 
50～59 10 4 1 15 
60：.｛以上 17 1 9 27 
r 計 32 15 2 3 2 13 3 11 82 (39 0) I 18.3) (2.4) (3. 7 J :2.4) 11.2) rl59) (3. 7 J (13.4) ( 100.0) 
20～29,J 2 1 6 1 3 15 
合 30～39 1 2 3 1 1 1 3 4 1 18 
40～49 4 4 3 1 15 2 1 2 6 1 2 43 
50～59 10 1 1 6 8 1 1 I 1 1 I 32 
60.i以上 17 2 3 2 1 2 45 
32 2 8 12 5 27 1 3 2 4 6 3 7 2 2 13 4 20 153 
120 9) rJ.3) 15.2) I 7.8) ¥3.3) (17.7) rO. 7) ¥2.0) (].3) !2.6) ¥3.9) (2.0) ¥46) I 1.3) d 3) ¥8.5) '2 6) (13. J) ［（切り1





建 建 建 建
村会社木そ
大 商 役 農 教 郵 み 四7
祉福 内 そ 無
メp益、
d性 年
業設 設 設 業 C') タ設
業 場 協 1更 タ セ 職日 4ヱ』三 自 、／ 





＋ 自 ） 勤 勤 勤
？酒
農日 営 勤 物 造号lj 齢 農 農 な 勤
業 業 雇 業 ） 務 工 ど 務 務 員 務 K.K. KK 務 業 他 職 計
20～29オ 1 1 4 1 8 
男 30-39 1 1 1 1 1 6 
40～49 3 3 1 1 9 
50～59 1 5 1 10 1 1 2 1 22 
60才以上 3 5 1 1 1 2 13 
子
三十
1 11 1 19 2 1 3 3 6 1 2 1 2 1 3 58 
(1.7) (19.0) (1.7) (32.8) (3.5) (I. 7) (5.2) (5.2) (10.3) （！？） (3.5) (1.7) (3.5) (J.7) ( 1.7) (5.2) ( 100.0) 
20～29オ 4 1 1 6 
女 30～39 1 1 1 4 
40～49 2 1 12 2 1 18 
50～59 6 1 2 2 7 1 19 
60才以上 8 1 3 15 28 
子 計
14 3 4 2 5 1 1 20 4 1 3 1 16 75 
(18. 7) (4.0) (5.3) (2. 7) (6.7) (1.3) (1.3) (26.7) (5.3) (1.3) (4.0) (1.3) (21.3) ( 100.0) 
20～29才 1 1 8 1 1 14 
合 30-39 1 I 1 2 1 1 1 1 10 
40～49 5 1 4 1 1 12 1 2 I Zl 
50-59 7 6 12 1 1 2 2 7 2 41 
60才以上 8 3 6 I 1 3 2 17 41 

















































数字を比較検討すると，経営耕地規模では， 0.3ha以下層が45年の 3戸（6.4%) 
第 3-3表経営耕地規模別農家数 〔戸・%〉





























































































































農家総数 ｜専 業 ｜第一種兼業 ｜第二種兼業
] I 昭和45年 l
村 I so年｜
注：前表に同じ。
から， 50年の6戸 (13%）へと増加しているが， 0.3～o.5ha層が45年の15戸





2 ( 0.6) 
1 ( 0.3) 
11 ( 3. 4) 313 ( 96. 0) 















仕そに事従の他事だけの世帯員総数 に従事 農業が主 ｜ 仕そ事の他が主の
男 75(100. 0) 4( 5. 3) 61(81.3) 4( 5. 3) 
女 87(100. 0) 34(39. 1) 45(51. 7) 1 ( 1.1) 
162(100.0) 38(23.5) 106(65. 4) 5( 3.1) 
男 73(100. 0) 4( 5. 5) 58(79.5) 3( 4. 1) 
女 88(100.0) 27(30. 7) 5( 5.7) 45(51. 1) 2( 2. 3) 
161(100.0) 31(19.3) 5( 3.1) 103(64.0) 5( 3.1) 
6( 8. 0) 
7( 8.0) 









｜総 数！1日 9歳i2ト 29j 30~39 14日 91 50-59 I 60~64 ド5歳以上｜
男 4(100. 0) 4(100. 0) 昭和45年 女 34(100.0) 3( 8.8〕7(20.6) 8(23.5) 16( 47. 1) 
計 38(100.0) 3( 7.9) 7(18.4) 8(21.1) 20( 52. 6) 
男 4(100. 0) 1(25.0) 3( 75.0) 昭和50年 女 32(100. 0) 1 ( 3.1) 2( 6.3) 19( 59. 4) 
計 36(100. 0) 1( 2. 7) 1 ( 2.7) 10(27.8) 2( 5.6) 22( 61.1) 




47 I 8 I 20 I 
(100.0〕IC11.o) I (42.6) I ~~＜ 2bl l I_ I 昭和50年










































現状のままやって 縮小してやってい 全部やめてしまい わからない
経営規模、商品生
いきたい きたい たい 無 答 lロλ 計
産を拡大したい
百瀬川第一 7 (12.3) 58 (66.7) 2 ( 3.5) 1 ( 1.8) 9 (15.8) 57 ( 100.0) 
日百
百瀬川第二 (31.8) (54.5) ( 4.5) ( 9.1) 22 ( 100.0) 7 12 1 2 
平日 男 子 8 (25.0) 18 (67.9) 2 ( 6.3) 1 ( 3.1) 3 ( 9.4) 32 ( 100.0) 
女 子 6 (12 .8) 32 (68.1) 1 ( 2.1) 8 ( 17 .0) 47 ( 100.0) 
46 
16～ 29才 2 (100.0) 2 ( 100.0) 
年 30～39 1 (10.0) 7 (70.0) 2 (20.0) 10 ( 100.0) 
40～49 6 (21.4) 17 (60.7) 3 ( 10.7) 2 ( 7.1) 28 ( 100.0) 
10 
50～59 3 (11.5) 18 (69.2) 5 (19 .2) 26 ( 100.0) 
月 60才以上 2 (15 .4) 8 (61.5) 1 ( 7.7) 2 (15.4) 13 ( 100 .0) 
計 14 (17 .7) 50 (63.3) 3 ( 3.8) 1 ( 1.3) 11 (13.9) 79 ( 100 .0) 
百瀬川第一 3 ( 4.4) 49 (72.0) 7 (10.3) 1 ( 1. 5) 8 (11.8) 68 ( 100.0) 
日百
百瀬川第二 (20.0) (68.0) ( 4.0) ( 8.0) 25 ( 100.0) 5 17 1 2 
手口 男 子 4 (10.3) 26 (66.7) 4 (10.3) 5 (12.8) 39 ( 100 .0) 
女 子 4 ( 7.4) 40 (74.1) 4 ( 7.4) 1 ( 1. 9) 5 ( 9.3) 54 ( 100.0) 
52 
16～29才 6 (75.0) 1 (12.5) 1 (12 .5) 8 ( 100 .0) 
年 30～39 1 (14.3) 2 (28.6) 1 (14 .3) 3 (42.9) 7 ( 100 .0) 
40～49 2 ( 9.5) 18 (85.7) 1 ( 4.8) 21 ( 100.0) 
10 
50～ 59 5 ( 14. 7) 20 (58.8) 5 ( 14. 7) 4 ( 11.8) 34 ( 100. 0) 
月 60才以上 2 ( 8.7) 23 ( 100 .0) 































































だからやめ 保障が，L、配だ てまで農業を その他 無 民ι二事 1仁入l 計
ない からやめない やめたくない
日百 百瀬川第一 21 (44.7) 4 ¥ 8.5) 4 ( 8.5) 6 (12.8) 11 (25 .4) ( 2 .1) 47 ( 100.0) 
百瀬川第二 ( 5.0) 4 (20.0) 3 (15.0) 3 (15 .0) 6 (30.1) 3 ( 15.0) 20 ( 100 .0) 
手口 男 子 11 (39.3) 3 ( 10. 7) 2 l 7 .1) 3 ( 10. 7) 5 ( 17. 9) 28 ( 100.0) 
女 子 11 (28.2) 5 (12 .8) 5 ( 12.8) 6 ( 15.4) 12 (30.8) 39 ( 100.0) 
46 
16～29才 (50.0) (50.0) 2 ( 100.0) 
年 30～39 3 ¥37.5) ¥ 12. 5) 2 (25.υ） 2 (25.0) 8 ( 100 .0) 
40～49 10 (38.5) ：ょ l 7. 7) 4 (15 .4) 4 (15 .4) 6 (23 .1) 26 ( 100.0) 
10 
50～59 6 ¥28 .6) 4 ¥ 19.1) ¥ 4.8) ( 4.8) 5 (23 .8) 4 ¥ 19.1) 21 l 100 .0) 
月 60才以上 2 ¥2りυ） 2 (2υ.0) (10υ） 2 ¥20.0) 3 (30 .0) 10 l 100.0) 
22 ¥ 32 .8) 8 1 lり） ／ ＼］υ.4) 9 ( 13.4) (25.4) 4 ( 6 .0) 67 ( 100.0) 
百瀬川第一 13 (22.υ） 【I ( 11. 9) 6 (1υ.2) 24 (4り.7) 5 ( 8.5) 4 ( 6.8) 59 ¥ 10υ.0) 
日百
百瀬川第二 4 I, 17 .4) 3 ¥13.0) 3 ( 13.0) 10 (43.5) 3 ( 13.0) 23 ( 100 .0) 
手口 男 子 10 ( 29 .4) 4 ( 11.8) 3 ¥ 8.8) 13 (38.2) 4 ( 11.8) 34 ( 100.0J 
女 子 月I (14 .G) じ ( 12.5) 6 I 12. 5 J 21 ( 43 .8) 4 ( 8.3) 4 ( 8 .3) 48 ( 10υ.0) 
52 
16～29才 (14.3) 4 (57 .1) 2 (28 .6) 7 ¥ 100 .0) 
年 30-39 (25.0) ¥25.0) (25 .0) ¥25 .0) 4 ( 10り.0)
40～49 6 (28 .6) ソ ¥ 9 .5) 2 ( 9 .5 I 日 (42 .9) 2 ( 9 .5) 21 ( 100.0) 
10 
30 ( 100 .0) 50～59 6 (20.υ） (j ¥ 2υ.U I 5 ¥ lo.7 ! lU (33 .3) 3 ( 10.0) 
月 60才以上 3 ( 15.り） ') 1. lU.lJ) 2 (10.0) lυ (5υ.0) 3 ¥ 15.り） 20 ( 100 .0) 

































治タζミ 化 あ ~ fじ な し
わからない
ムEゴ、 計鉦 民ι辺
百瀬川第一 71 (91.0) 3 ( 3.8) 4 ( 5.1) 78 ( 100.0) 日目
百瀬川第二 24 (100.0) 24 ( 100 .0) 
手口 男 子今 43 (93.5) 1 ( 2.2) 2 ( 4.4) 46 ( 100.0) 
46 
女 -1・ 52 (92.9) 2 ( 3.6) 2 ( 3.6) 56 ( 100.0) 
16 ～ 29~ － 11 ( 91. 7) 1 ( 8.3) 12 ( 100.0) 
年 30～39 13 (lo .o J 13 ( 100.0) 
40～49 31 ( 91.2) 1 ( 2 .9) 2 ( 5.9) 3i ( 100 .0) 
10 
50～59 25 (89.3) 2 ( 7.1) 1 ( 3.6) 28 ( 100.0) 
月 60才以上 15 (100 .0) 15 ( 100.0) 
計 95 ( 93 .1) 3 ( 2.9) 4 ( 3.9) 102 ( 100.0) 
f"I瀬川第一 66 ( 97 .1) 2 ( 2.9) 68 ( 100.0) 
自白
百瀬川第二 25 ( 100.0) 25 ( 100.0) 
手口 男 子 39 (100.0) 39 ( 100.0) 
・V:_ 二f 52 
52 
(96.3) 2 ( 3.7) 54 ( 100.0) 
16 ～ 29~ － 8 (100.0) 8 ( 100.0) 
年 30～39 7 (100.0) 7 ( 100 .0) 
40～49 
10 
19 (90.5) 2 ¥ 9.5) 21 ( 100. 0) 
50～59 34 (100.0) 34 ( 100 .0) 
月 60才以I二 23 ( 100. 0) 23 ( 100.0) 






























第 4ー 2表 最近10年位の聞に，村の生活がしやすくなった点があるか （人・%）
生活しやすくなった 生活しやすくなった わからない
メ口入 計点がある 点はない 担 民ι＿， 
百瀬川第一 60 ( (76. 9) 9 (11.5) 9 (11.5) 78 ( 100.0) 
日百
百瀬川第二 24 ( 100.0) 24 ( 100.0) 
手口 男 子 37 (80.4) 6 (13.0) 3 ( 6.5) 46 ( 100.0) 
女 子 47 (83.9) 3 ( 5.4) 6 (10.7) 56 ( 100.0) 
46 
16～29オ 9 (75.0) 3 (25.0) 12 ( 100.0) 
年 30～39 10 (76.9) 1 ( 7.7) 2 (15 .4) 13 ( 100.0) 
40～49 28 (82.4) 6 (17. 7) 34 ( 100 .0) 
10 
50～59 23 (82.1) 2 ( 7 .1) 3 (10. 7) 28 ( 100.0) 
co 
月 60才以上 14 (93.3) 1 ( 6.7) 15 ( 100.0) 
計 84 (82.4) 9 ( 8.8) 9 ( 8.8) 102 ( 100.0) 
百瀬川第一 41 (60.3) 20 (29.4) 7 (10.3) 68 ( 100.0) 
日召
百瀬川第二 (80.0) (12.0) ( 8.0) 25 ( 100.0) 20 3 2 
干日 男 子 26 (66.7) 11 (28.2) 2 ( 5.1) 39 ( 100.0) 
女 子 35 (64.8) 12 (22.2) 7 (13. 0) 54 ( 100.0) 
52 
16～29才 4 (50.0) 1 (12.5) 3 (37.5) 8 ( 100.0) 
年 30～39 4 (57.1) 3 (42.9) 7 ( 100.0) 
40～49 8 (38.1) 10 (47.6) 3 (14.3) 21 ( 100.0) 
10 
50～59 28 (82 .4) 5 (14. 7) 1 ( 2.9) 34 ( 100.0) 
月 60才以上 17 (73.9) 4 (17.4) 2 ( 8.7) 23 ( 100.0) 





















門戸湯沸器｜セット一四テレビテレビ レ：｜に－l~I' I~ 1~ I:同 ！っフジオ｜ス テープ
I I 43 I 7 I 6 I O I 24 I 15 I I I 
昭和46年lcn.1)boo.do6. 3)1ci4. o)I (O)lcss. s)I - b4.の｜ 一lci6.の｜
I 38 I 43 I 23 I 4 I 2 I 41 I 11 I 42 I 2ヴ｜｜
昭和52年les.~bboo. ofo3. s)lc 9. 3)1c 4. 7)1c9s. 3)bs. 6)1c97. 7)ic62. s)bo.のIcsi. 2) 
［ピノ｜ート｜自家｜電子｜電気｜電ヤ気l電気l石油ス｜ ［調査パイ 用車｜レンジ｜掃除機洗濯機｜冷蔵庫卜？っ｜トー ブ｜ベット｜対象｜ ｜ ｜ ｜」ー ｜ ｜ ｜総戸数
昭和46ノ，I o I 22 I 22 I I I I 31 I 41 I 3s I I 43 
ヰ・｜ (0)1(51. 2)1(51. 2)1 I I 1(72.1)1(95. 3)l(SS. 4)1 1(100. 0) 
I I 19 I 27 I 9 I 3οI 43 I 42 I 43 I 43 I 9 I 3 I 

































点がある .＇！， はない 主正 主ιコ主
百瀬川第一 34 (43.6) 34 (43.6) 10 (12.8) 78 ( 100.0) 
昭
百瀬川第二 (37.5) (50.0) (12 .5) 24 ( 100. 0) 9 12 3 
干日 男 子－ 20 (43.5) 23 (50.0) 3 ( 6.5) 46 ( 100.0) 
女 子 23 (41.1) 23 ( 41.1) 10 (17. 9) 56 ( 100. 0) 
46 
16～29オー 5 ( 41. 7) 5 ( 41. 7) 2 (16. 7) 12 ( 100. 0) 
年 30～39 10 (76.9) 2 ( 15.4) ( 7.7) 13 ( 100. 0) 
40～49 15 (44.1) 15 (44 .1) 4 ( 11.8) 34 ( 100.0) 
10 
50～53 7 (25.0) 15 (53.6) 6 ( 21.4) 28 ( 100.0) 
月 60,t·uJ~ 6 (40.0) 9 (60.0) 15 ( 100.0) 
43 ¥42.2) 46 (45.1) 13 (12. 7) 102 ( 100.0) 
h瀬川第一 19 (27. 7) 37 (54 .4) 12 (17. 7) 68 ( 100.0) 
日目 r I瀬川第二 (32.0) (60.0) ( 8.0) 25 ( 100.0) 守， 15 2 
!J:l 17 ¥43.6) 18 (46 .2) 4 (10. 3) 39 ( 100.0) 
I;: 10 ¥ 18.5) 34 ( 63. 0) 10 (18.5) 54 ( 100 .0) 
52 
16～zg,t・ ‘〉 125.υ） 2 (25.0) 4 (50.0) 8 ( 100. 0) 
年 30～39 3 142.9) 4 ( 57 .1) 7 ( 100 .0) 
40～49 り 12δ.6) 1 (52 .4) 4 ( 191) 21 ( 100.0) 
10 
34 ( 100.0) 50～59 12 ( 35 .:l) 18 (52. 9) 4 ( 1.8) 
J 60 _.J・以卜a 4 ¥17.41 17 (73.9) 2 ( 8. 7) 23 ( 100.0) 

































くらしよくなった くらしにくくなった どちらともいえない わからない ムロ 計
金正 答
百瀬川第一 61 (78.2) 3 ( 3.8) 13 (16. 7) 1 ( 1.3) 78 ( 100.0) 
日百
百瀬川第二 22 (91. 7) 1 ( 4.2) 1 ( 4.2) 24 ( 100.0) 
手口 男 子 37 (80.4) 1 ( 2.2) 8 (17.4) 46 ( 100.0) 
女 子 46 (82.1) 2 ( 3.6) 6 (10. 7) 56 ( 100.0) 
46 
16～29才 6 (50.0) 6 (50.0) 12 ( 100.0) 
年 30～39 8 (61. 5) 5 (38.5) 13 ( 100.0) 
40～49 31 (91.2) 1 ( 2.9) 1 ( 2.9) 1 ( 2.9) 34 ( 100.0) 
10 
50～59 25 (89.3) 1 ( 3.6) 1 ( 3.6) 1 ( 3.6) 28 ( 100 .0) 
月 60才以上 13 (86.7) 1 ( 6.7) 1 ( 6.7) 15 ( 100 .0) 
日十 83 (81.4) 3 ( 2. 9) 14 (13. 7) 2 ( 2.0) 102 ( 100.0) 
百瀬川第一 48 (70.6) 7 (10.3) 11 (16 .2) 2 ( 2.9) 68 ( 100 .0) 
B 
百瀬川第二 (84.0) (16.0) 25 ( 100.0) 21 4 
和 男 子 28 (71.8) 4 (10.3) 7 (18.0) 39 ( 100.0) 
-9:. 二｛－ 41 (75.9) 3 ( 5.6) 8 (14.8) 2 ( 3.7) 54 ( 100 .0) 
52 
8 ( 100.0) 16～29才 7 (87.5) 1 (12.5) 
年 30～39 ,) ，、 (42.9) 2 (28.6) 2 (28.6) 7 ( 100.0) 
40～49 11 (52.4) 3 (14.3) 6 (28.6) 1 ( 4.8) 21 ( 100.0) 
10 
( 8.8) ( 2. 9) 34 ( 100 .0) 50～59 29 (85 .3) 1 ( 2.9) 3 1 
月 60才以上 19 (82.6) 1 ( 4.4) 3' (13.0) 23 ( 100 .0) 

































…らな｜思う（よくなると思 思う（わるくなると ちらともいえない い（無答） I-口c;. 計
う） 思う） （変らないと思う）
百瀬川第一 41 (52.6) 7 ( 9.0) 28 (35 .9) 2 ( 2.6) 78 ( 100.0) 
B?j 
百瀬川第二 (83.3) ( 4.2) (12.5) 24 ( 100 .0) 20 1 3 
手口 男 子 31 (67.4) 5 (10. 9) 10 ( 21. 7) 46 ( 100.0) 
女 子 30 (53.6) 3 
46 
( 5.4) 21 (37.5) 2 ( 3.6) 56 ( 100.0) 
16～29才 10 (83.3) 1 ( 8.3) 1 ( 8.3) 12 ( 100.0) 
年 30～39 8 ( 61.5) 1 ( 7.7) 4 (30.8) 13 ( 100.0) 
40～49 23 
10 
(67.7) 3 ( 8.8) 8 (23.5) 34 ( 100.0) 
50～59 16 (57.1) 1 ( 3.6) 9 (32.1) 2 ( 7 .1) 28 ( 100 .0) 
月 60オ以上 4 (26.7) 2 (13.3) 9 (60.0) 15 ( 100 .0) 
計 61 (59.8) 8 ( 7.8) 31 (30 .4) 2 ( 2.0) 102 ( 100.0) 
百瀬川第一 21 (30.9) 8 (11.8) 28 ( 41.2) 11 (16.2) 68 ( 100.0) 
日百 百瀬川第二 7 (30.1) 3 (12.0) 7 (28.0) 8 (32.0) 25 ( 100.0) 
男 子ー 12 (30.8) 4 (10.3) 17 (43.6) 6 (15 .4) 39 ( 100.0) 
和
(29.6) (13.0) (33.3) ( 24. l) 54 ( 100 .0) 女 子 16 7 18 13 
52 16～29才 1 (12 .5) 1 (12.5) 4 (50.0) 2 (25.0) 8 ( 100.0) 
30～39 3 (42.9) 1 (14.3) 2 (28.5) 1 (14.3) 7 ( 100 .0) 
年
(38.1) (14.3) (19.1) (28.6) 21 ( 100.0) 40～49 8 3 4 6 
10 50～59 14 (41.2) 4 (11.8) 15 (44 .1) ( 2.9) 34 ( 100 .0) 
60才以上 2 ( 8.7) 2 ( 8. 7) 10 (43.5) 9 (39.1) 23 ( 100.0) 
月


































わ 台、 ら な し、
じ る じ な L、 ,g- 計
無 答
百瀬川第一 48 (61.5) 10 (12.8) 20 (25.6) 78 ( 100.0) 
日百
百瀬川第二 18 (75.0) 5 (20.8) 1 ( 4.2) 24 ( 100.0) 
手口 男 子 33 (71. 7) 6 (13.0) 46 ( 100.0) 
女 子 33 (58.9) 9 (16 .1) 56 ( 100.0) 
46 
16～29オ 9 (75.0) 1 ( 8.3) 2 (16. 7) 12 ( 100.0) 
年 30～39 8 (61.5) 2 (15 .4) 3 (23.1) 13 ( 100 .0) 
40～49 20 (58.8) 5 (14. 7) 9 (26.5) 34 ( 100.0) 
10 
50～59 21 (75.0) 3 (10.7) 4 (14.3) 28 ( 100.0) 
月 60才以上 8 (53.3) 4 (26.7) 3 (20.0) 15 ( 100.0) 
言十 66 (64.7) 15 (14. 7) 21 (20.6) 102 ( 100.0) 
百瀬川第一 38 (55.9) 19 (27.9) 11 (16. 2) 68 ( 100.0) 
昭
百瀬川第二 (72.0) (20.0) ( 8.0) 25 ( 100.0) 18 5 2 
手口 男 子 27 (69.2) 11 (28.2) 1 ( 2.6) 39 ( 100.0) 
女 子 29 (53.7) 13 (24.1) 12 (22 .2) 54 ( 100.0) 
52 
16～29才 5 (62.5) 1 (12 .5) 2 (25.0) 8 ( 100.0) 
年 30～39 4 (57.1) 3 (42.9) 7 ( 100.0) 
40～49 15 (71.4) 5 (23.8) 1 ( 4.8) 21 ( 100.0) 
10 
50～59 18 (52.9) 10 (29 .4) 6 ( 17. 7) 34 ( 100 .0) 
月 60才以上 14 (60.9) 5 (21. 7) 4 ( 17.4) 23 ( 100.0) 

































村外へ出たい fr.Iともいえない 担 答 メ口～ 5十
さるをえない したい
百百瀬川第一 8 (10.3) 7 ( 9.0) 43 (55.1) 20 (25.6) 78 ( 100 .0) 
日百
百瀬川第二 1 ( 4.2) 4 (16. 7) 15 (62.5) 4 (16. 7) 24 ( 100.0) 
手口 男 子－ 5 (10.9) 7 (15 .2) 24 (52.2) 10 (21. 7) 46 ( 100.0) 
女 子 4 ( 7.1) 4 ( 7.1) 34 (60.7) 14 (25.0) 56 ( 100.0) 
46 
16～29才 1 ( 8.3) 4 (33.3) 7 (58.3) 12 ( 100.0) 
年 30～39 4 (30.8) 4 (30.8) 5 (38.5) 13 ( 100.0) 
40～49 2 ( 5.9) 5 ( 14. 7) 18 (52.9) 9 (26.5) 34 ( 100.0) 
10 
50～59 ( 3.6) 3 (10. 7) 21 (75.0) 3 (10. 7) 28 ( 100 .0) 
月 60才以上 1 ( 6.7) ο ，、 (20.0) 11 (73.3) 15 ( 100.0) 
5十 9 ( 8.8) 11 ( 10.8) 57 (55.9) 24 (23.5) 102 ( 100 .0) 
百瀬川第一 11 (16.2) 4 ( 5.9) 38 (55.9) 12 (17. 7) 3 ( 4 .4) 68 ( 100.0) 
昭
百瀬川第二 (20.0) (72 .0) ( 8.0) 25 ( 100 .0) 5 18 2 
手日 男 子 3 ( 7 .7) 4 (10.3) 23 (59.0) 8 (20.5) 1 ( 2.6) 39 ( 100.0) 
女 子 8 (14.8) 5 ( 9.3) 33 (61. l) 6 ( 11.1) 2 ( 3. 7) 54 ( 100.0) 
52 
16～29才 1 (12 .5) 1 (12 .5) 4 (50.0) 2 (25.0) 8 ( 100.0) 
年 30～39 1 (14.3) 3 (42.9) 2 (28.6) 1 (14.3) 7 ( 100.0) 
40～49 2 ( 9.5) 3 (14.3) 11 (52.4) 4 ( 19.1) 1 ( 100.0) 21 ( 100.0) 
10 
50～59 4 (11.8) 4 (11.8) 20 (28.8) 6 (17. 7) 34 ( 100.0) 
月 60才以上 3 (13.0) 1 ( 4.4) 18 (78.3) 1 ( 4.4) 23 ( 100.0) 





ているO そして， 52年には，更にやや増加して60.2%と， 「村で、ず、っとくらし
たい」とする者が60%を越えているのが認められる。また「何ともいえない」
（無答を含む〉とする者は，全体で46年に23.5%であったのが， 52年には18.3
%と，約5%その比率が低下しているが，大きな変化ではない。
すで、に述べたように，この村の生活の先行きについて，この地区の住民の多
くは必ずしも明るい見通しをいだいているわけでないし，また，村への誇りと
か愛着もやや減退傾向を辿りつつあるように思われるけれども，村外へ出たい
とか出ていかざるをえないとする者は，この6年の聞に，余り増加はみられず，
いわば横這い状態にあって，むしろ，村でくらしたし、との態度を示す者の方
が，その比率が上昇さえしている点が注目される。
尚， 「村外へ出たし、」とする者の，その具体的な理由を整理してみると，最
も多数を占めるのが， 46年， 52年ともに，「子供の教育，進学」「子供の将来の
ため」など，子供や孫の将来の教育や就職のことを考慮するものであり，次い
で多いのが「雪が多い，寒し、」など長い冬期のきびしい劣悪な生活条件を理由
にあげる者である。この両者が圧倒的に多いが，その他， 「子供が村外に出て
いる」「親戚緑者が離村」「交通や生活が不便」「医療」などをあげる者もある。
また， 「村外へ出ていかざるをえなし、」とする者の理由では， 「子供，あと
とりが村外にいる」 「子供が村へ帰ってこなし、」などとする者が46年， 52年を
通じて多く， 「子供の就職」 「子供の将来のため」とする者もやはり多い。こ
の両者が大半を占めるが「冬は年寄だけでおれない」 「部落の者が出て行く」
更に「仕事，就職のため」とする者もある。
以上が，離村したい，あるいは離村せざるをえないとする者の理由であるが，
最後に， 「村でずっとくらしたし、」とする者の具体的理由を整理してみると，
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46年に最も多かったのは「生活しやすし、」 「住みなれている」といった理由を
あげる者で，次いで， 「村外に仕事，就職先がなし、」 「村外の生活が不安」
「村外へ行きたくなし、」などと，村外の生活や就職に不安や嫌悪感をいだく者
が多し、。そして，それと表裏をなしているが，「村に自分に適した仕事がある，
収入がある」 「思う通りに仕事ができる」「村に満足」などをあげる者もある。
また， 「静かな環境である」など，主として恵まれた自然環境をあげる者や，
「村や環境への愛着」を理由とするものもあるが，丁度圃場整備事業など各種
の過疎対策事業が，この地域で開始されようとする時期でもあったので， 「基
盤整備，公共施設建設など過疎対策，地域開発」を理由にあげ，将来ヘ希望を
託す者もかなりあるのが注目される。
ところが， 52年になると，その後の開発事業の進行にもかかわらず， 「村で
くらしたし、」理由として，その過疎対策や開発事業等に関連する事項をあげる
者は姿を消して， 46年も多かったが， 「村外へ出たくなし、」，特に「年寄りに
なって出たくなし、」，更に「町のくらしが好きでなし、」「村外に仕事，就職先が
なし、」などが最も多くみられる。次いで「住みやすい，生活しやすし、」が続き，
吏に「村・土地・環境への愛着」「恵まれた自然」などの理由が目立っている。
このようにみてくると，村でくらしたいという理由も，どちらかといえば，村
への愛着とか町の生活がし、やだといった，何か心情的なものが多いように思わ
れる。それだけにその心情がどれだけ貫き通せるか。特に高齢に達して，子供
たちの帰村が望めない場合に，結局，村を出ていかざるをえないという状況に
追い込まれるのでないかと思われる。そのようにならないようにするためにも
若者たちもくらしうるような安定した経済基盤の確立が望まれるのである。
おわりに
以上，昭和45, 6年以来，百瀬川地区を中心に，積極的かつ重点的に実施さ
れている諸開発事業が，この地域の住民生活をどのように変化させ，更に，そ
の変化を住民がどのように受け止め，地域や生活の将来をどのように意識して
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いるかについて追究してきた。とりわけ， 46年と52年と 6年を隔てて実施した
ほぼ同様な実態調査，特に意識調査の結果の相違を追究して，この地域の開発
事業の住民生活への影響をさぐってみようとしづ試みが本稿の目的であった。
もちろん，この地域の開発事業は，今日も継続，発展し，着々と進行しており，
また，その諸事業のこの地域に対する影響，効果を， 46年と52年の一面的調査
によって云々することはとても出来るものではない。今後，この地域や村につ
いてのもっと長期的，多面的な調査と分析が必要であり，それが今後の課題で
あって，本稿はそのような一連の調査研究のあくまでー駒であり，まだ中間報
告の域を出なし、。その点からも，ここでは先の調査事実をまず忠実に記述する
ことにつとめた。
さて，この地域の過疎が，他の多くの山村社会同様に，何といっても，従米
からの農林業を中心とする基盤産業の崩壊に大きな原因の一つがあることは否
定できなし、。そこで， この地域の過疎対策も農林業の振興に大きな比重がお
かれたが，農林業の衰退を食い止めるに至っていないし諸種の産業振興，産
業誘致も男子，特に若者に就業の場を与えるに至らず，やはり若年層を中心に
人口流出が徐々に進行している。その点で，この地域の過疎を解決する安定的
な経済基盤の確立は実に至難のわざといわざるをえない。
ただ，この地域の開発で，特に脚光を浴びているのは観光開発である。莫大
な国や県の財政援助を背景に，村当局の強力な主導によるこの観光開発の特徴
は，前述の如く，すでに施行された各種の山村振興事業や施設を包摂しなが
ら，豊かな自然の中で，農業，林業，郷土文化と観光を融合統一し，更に，各
種の文化活動を積極的に誘致して，一大文化事業にまで盛り上げようとする壮
大な計画である。しかし，このような諸事業が，この地域社会，特に部落（ム
ラ〉社会の住民の生活に密着し，その生活基盤の確立に役立つものになるかど
うか。この開発が村外の資本によるものでなくて，住民の利益を守る村当局に
よって強力に推進されているだけに，以上の諸調査結果には一抹の不安を感じ
ながらも，今後のこの地域の開発の行方を見守ってゆきたい。 〔完〕
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